
 

盲導犬の早期適性予測に関する行動遺伝学的研究 

 

本研究は，盲導犬になれない個体の多くは気質（性格）が原因となっているという事実に鑑み，信頼性の

高い気質評価系をもとに盲導犬適性に重要な気質を客観的に評価し，その気質に関わる遺伝子多型を同

定するなどして盲導犬の適性を早期に予測し，盲導犬の育成効率向上に寄与することを目指す。 

具体的には，盲導犬候補個体を対象に，パピー期および訓練期間中にアンケート

評価および行動実験を実施し，訓練結果や遺伝子多型との関連性を調べている。 

これまでに，訓練開始 3 ヶ月時点での訓練士アンケートから得られる“注意散漫”

スコアは，盲導犬適性と非常に強く関連（図）し，そのスコアにより最終的な適

性を 80％以上の的中率で予測できることが明らかとなった[論文 1]。 

続いて，この“注意散漫”スコアは，5 ヶ月齢におけるパピーウォーカーアンケー

トにおける興奮性と相関することを示した[論文 2]。 

また，59 頭の候補犬に対してパピー期（7 週齢）と訓練期間中（14 ヶ月齢）に

行動実験を実施したところ，パピー期に抱いて持ち上げるともがく時間の長い個

体，14 ヶ月齢時に犬を馴染みのない部屋に 1 頭だけにした場合に活動量が少ない個体や心拍数が上昇す

る個体，実験者がその部屋に入室したとき実験者に視線を向ける時間が長い個体は，“注意散漫”スコアが

低いことが明らかとなった[論文 3]。 

現在は，これまでに集積されたデータをもとに，“注意散漫”スコアに関わる遺伝子多型をゲノムワイド関

連解析により探索している。 
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